
平成 23 年 3 月 17 日 

国土交通省河川局 

 

 

東北地方太平洋沖地震への緊急対応 

～河川維持流量の一部の水力発電への利用について～ 

 

 

これまで、東京電力（４発電所）と JR 東日本（１発電所）に対し、緊急暫定的に河

川からの取水又は取水増を認めてきました。今回、新たに信濃川水系千曲川等に

おける東京電力の１０発電所について、以下のとおり、緊急暫定的に河川維持流量

を減量し、河川からの取水量を増加することを認めました。 

 

 

１． 措置内容 

別紙の東京電力の１０発電所について、河川維持流量を減量し、その分を水力

発電のための取水量の増加にあてることを認めました。 

これにより、１０発電所の合計で約６千ｋｗ（約２千世帯分に相当）の発電出力を

増加することが可能となり、これまでに措置したものと合わせ約４６万７千ｋｗ（約１

５万５千世帯分に相当）の発電出力を増加することが可能となります。 

 

２． 期間 

本年３月１６日から４月３０日まで 

 

 

 

問合せ先 

河川局水 政 課 水利調整室長 笹川 敬  代表 03-5253-8111 内線 35251

                                           直通 03-5253-8441 

   河川環境課 流水管理室長 岡積敏雄  代表 03-5253-8111 内線 35471

                      直通 03-5253-8449 

  



別 紙 

 

発電所 水系名 河川名 取水口名
最大取水量 

（取水口毎） 
維持流量 

減量後の 

流量 

最大使用 

水量 

見込まれる

発電出力の

増加 

湯川 信濃川 梓川等 

本取水口 ９．００㎥/s ０．０２３㎥/s ０．０１０㎥/s 

９．００㎥/s 約１２５０ｋｗ

犀川 ５．７４㎥/s ０．７７５㎥/s ０．１４３㎥/s 

沢渡 信濃川 梓川等 

沢渡 １３．６９㎥/s ０．５１６㎥/s ０．１１０㎥/s 

１４．６９㎥/s 約１２０ｋｗ

霞沢川 １．００㎥/s ０．０５１㎥/s ０．０２５㎥/s 

高瀬川第一 信濃川 高瀬川 本取水口 １３．６３㎥/s ０．３７７㎥/s ０．１００㎥/s １３．６３㎥/s 約７０ｋｗ

箕輪 信濃川 千曲川 海尻 ９．７４㎥/s ０．８９８㎥/s ０．４５０㎥/s ９．７４㎥/s 約２４０ｋｗ

土村第一 信濃川 千曲川 八那池 １１．１３㎥/s ０．９４５㎥/s ０．４７３㎥/s １１．１３㎥/s 約５５０ｋｗ

土村第三 信濃川 千曲川等 相木川 ２．７８㎥/s ０．１２４㎥/s ０．０６２㎥/s １３．９１㎥/s 約８０ｋｗ

穂積 信濃川 千曲川 穂積 １３．９１㎥/s １．５６２㎥/s ０．７８１㎥/s １６．００㎥/s 約６４０ｋｗ

小諸 信濃川 千曲川等 

今井 ２２．３０㎥/s ２．７４９㎥/s １．３７５㎥/s 

２７．８０㎥/s 約１０００ｋｗ

湯川 ２．７８㎥/s ０．５５５㎥/s ０．２７８㎥/s 

皿掛沢 ０．１３９㎥/s ０．００９㎥/s ０．００５㎥/s 

矢田沢 ０．１１１㎥/s ０．００３㎥/s ０．００２㎥/s 

繰矢川 ０．４１８㎥/s ０．１１４㎥/s ０．０５７㎥/s 

島川原 信濃川 千曲川等 

西浦 ８．３５㎥/s ４．００４㎥/s ２．００２㎥/s 

３３．４０㎥/s 約１９１０ｋｗ

鹿曲川 ２．２３㎥/s ０．４１４㎥/s ０．２０７㎥/s 

塩川 信濃川 千曲川 羽毛山 ３８．２０㎥/s
０．７００㎥/s

(自主放流分含む)
０．３５０㎥/s ３８．２０㎥/s 約７０ｋｗ

合  計 約５９３０ｋｗ

 


